
十
一
日
体
育
館
建
築
の
起
工
式
が
行
わ
一
席
は
す
べ
て
空
席
で
あ
っ
た
と
と
か
ら
一

れ
た
の
で
あ
る
o
体
育
館
工
事
の
総
事
一
考
え
て
一

0
0
0
名
を
は
る
か
に
越
え
一

広

報

業

費

は

九

六

九

万

円

で

、

鉄

骨

鉄

筋

コ

一

る

欣

一

行

能

力

を

有

す

る

も

の

と

忠

わ

れ

ン
ク
y
l
卜
造
り
平
白
衣
料
一
六
六
九
平
方
一
る
。
と
の
休
育
館
の
溶
成
に
よ
っ
マ
同

み

ん

な

が

読

ん

で

米

、

…

的

行

四

O

米

航

一

七

氷

、

百

八

)

一

校

生

徒

の

体

位

が

更

に

向

上

す

る

と

と

一

平
均
八
氷
山
川
近
代
的
感
覚
し
マ
ッ
チ
し
一
は
勿
論
‘
今
後
に
お
い
て
郡
一
¥
一

日

一

よ

い

喜

し

た

堂

々

た

る

怨

物

で

あ

る

ω

一
学
生
の
体
育
の
問
主
と
し
て
ひ
ノ
円
ば
ん
一

0

一
-
:
大
洲
北
中
学
校
の
体
育
係
兼
講
笠
の
一
日
、
新
装
な
っ
た
休
育
館
に
愛
媛
県
教
一
ど
来
賓
一
=
5
名
余
、
同
校
使
徒
八
O
一
祝
賀
ム
当
日
の
取
容
人
民
は
約
一
O
一
に
休
育
大
会
が
開
催
さ
れ
熱
戦
が
展
開
一

l

「
l
i
l
i
-
-
警
成
祝
賀
式
は
さ
る
十
月
二
十
四
一
喜
代
理
、
地
元
選
出
県
雲
議
員
な
一
O
名
が
参
列
し
て
盛
大
に
挙
行
さ
れ
一

o
u
E数
え
ら
れ
た
が
、
話
草
さ
れ
る
色
の
と
思
わ
れ
る
。
一

リ

1
J川
i

l

l

-

彬

J

r

¥

:

s

t

i

t

-

:

ヂ

閣

議

ー

と

た

o
式
は
午
前
十
時
よ
り
神
事
長
期
一
約
三
一
一
一
一
一
一
-
一
一
一
一
一
一
-
一
一
-
一
一
一
三
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
喜
一
一
一
一
一
一
言
語
一
三
三
=
一

工

一

彦

失

J

一

回

、

お

よ

y
k
J
L仁
郎
吟
仏
/
紙
〆
J
一

輪

欝

瀦

繍

機

十

脚

幽

一

に

行

わ

れ

、

落

成

式

に

移

っ

た

が

市

民

主

九

月

定

例

市

議

会

は

さ

の

九

月

一

一

十

一

年

一

Y

恒

め

J
F

刊
誌
ル
ペ

F
Z鱗鱗
鱗

瀦

鑑

一

式

辞

に

ひ

き

い

て

、

昨

年

末

の

不

…

六

日

に

招

集

さ

れ

会

期

を

十

五

日

間

と

一

仕

一

所

主

人

1

人

司

発

足

よ

と

綾

子

仏

w
内

側

機

J
1鰍
欄
附
鱗
欄
轍
織
機
設
機
一
慮
の
然
記
皐
経
済
界
の
変
動
γ

」

よ

る

物

油

定

め

開

会

さ

れ

て

い

た

が

大

洲

市

皇

制

7
市

行

日

集

日

叩

ヘ

ヤ

ト

ツ

比

一

巡

幣

鳩

治

離

鱒

鱗

弾

一

見

町

目

立

一

…

f
M
M
M

百目立川町一

昭

一

発

洲

発

正

畑

、

ベ

グ

豆

町

三

ぷ

UPAS機騒
一

時

、

f
i
z
z
-
Eしぞお
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
o

1

2

…
J
J
d

潟

Jhurl--一ん麟
機

盤

一

一

旧

日

武

夫

氏

に

主

よ

り

需

工

一

一

大

代

総

必

三

一

表

明

刊

行

一

一

三

一

一

ι

一
波
臓
機
機
鱗
鶴
一
が
澗
ら
れ
参
列
者
か
ら
盛
ん
な
拍
手
を

で
l

i

l

i

-

-

l

l

y

r

f

J

U

盗
FJv一
マ
(
議
機
繍
機
織
畿
一
あ
び
て
い
た
。
つ
つ
い
て
消
去
一
媛
県

平
日
礼
団
長
総
議
鰻
機
構
畿
地
究
開
担
当
官

ヱ
¥
ふ
Z
L
1
2
K紙一
一

藤

議

離

鱗

勝

一

九

一

丁

川

口

訂

正

刊

に

一

一

匹

一

一

一

一

一

一

一

一

?

と

縦

一

紘

一

三

輪

離

一

日

目

的

自

立

一

一

¥

一

一

一

一

一

一

一

寸

設

す

む

一

話

路

機

織

機

騒

離

宮

一

た

o

一

一
一
一
一
九
日
必
一
;
説
明
」

¥JAUV湾
問
仏
人
山
場
機
織
繍
麟
鱒
鱗
鱗
僻
炉
弘
一
式
後
、
車
、
祝
賀
会
が
行
わ
れ
た
一

一

一

ま

ま

一

一

付

一

七

九

月

刊

議

¥

;

機

鱗

繍

機

騒

鱗

鶴

一

が

参

列

し

た

父

兄

、

先

生

、

生

徒

た

ち

一

二

一

一

引

一

二

三

ー

一

一

一

入

定

抗

議

二

一

響

調

離

競

鱗

一

は

言

語

、

体

育

館

竣

工

の

祝

賀

気

一

端

一

一

章

一

一

一

一

一

一

一

配

一

γ
¥
3
G
品
仏

vuハみ
鱗
轍
鱗
鶴
一
分
は
同
校
内
に
み
ち
あ
ふ
れ
で
い
た
o

一

二

一

ザ

ょ

ん

一

1
仁
川
品
川
け
た
パ
リ
J
u
ぷ

鱗

鱗

機

騒

一

同

校

は

昨

年

四

月

大

洲

中

学

校

喜

一

F

一一一志二一附一一
U
W滋
総
務
機
鱗
機
騒
一
読
む
首
長
注
目
一

知

二

一

一

一

ご

ご

一

三

町

田

ナ

一

三

三

yhm
ぷ
験
機
鞠
籍
料
機
鱗
鱗
機
鱗
鱗
札
欄
鞠
翻
京
昨
年
十
一
月
に
木
造
二
塁
の
特
別
一

ゴ

一

程

一

一

一

一

一

二

五

認

識

鍛

臨

機

盤

一

教

室

延

五

五

八

五

皇

室

、

実

一
一
一
一
一
辺

r
一
一
l
一
喝
)
ぐ
い
議
総
鰯
滋
情
騒
織
機
欄
~
議
離
一
験
室
、
準
備
室
、
製
図
室
、
木
工
室
、

草

場

一

一

二

一

一

円

ノ

一

一

五

一

が

み

た

為

議

除

機

関

齢

鱗

野

鶴

一

種

山

工

高

戦
一
士
宮
G
E
P
F
hい

i
¥
1
1
1…lift

3
2
2一一
一

一

一

一

E

t

i

o

l

o

-

-

1

1

4

1

0

一

一

一

齢

騨

一

一

一

一

の

一

塑

訣

審

賀

駅

覇

凡

さ

3

一川

壁

一

一

一

鱈

イ

一

一

一

こ

一

伊

審

議

西

大

洲

町

駅

鴨

居

量

竜

一

ぃ

騨

一

世

話

崎

認

M
w
d

一一

φ
一
一
巾
円
三
重
区
、
西
大
洲
、
久
米
地
一
言
、
午
後
二
時
四
十
一
分
、
西
大
洲
一
間

，
一
一
一
一
立
一
一
一
ず
一
一
一
区
に
は
悶
鉄
駅
が
な
く
永
年
そ
の
喜
一
駅
始
て
の
ジ
I
ゼ
ル
カ
!
が
章
、
西
一
柵

一
一
一
一
一
一
一
ご
一
一
一

e

高
一
を
か
こ
っ
て
い
た
が
地
誌
の
熱
意
と
一
大
裂
が
開
設
さ
れ
た
。
家
の
近
ぐ
に
一
畑

一
「
!
I
l
l
i
-
-
し
一
一
国
鉄
側
の
努
力
に
よ
っ
て
去
る
十
月
一
ニ
ジ
1
ゼ
ル
カ
!
の
署
員
き
な
が
ら
一

一
1
1
1
1
1
1
1
i
l
l
-
i
一
十
日
め
で
た
く
同
鉄
簡
易
駅
「
存
賀
L

一
永
ら
く
そ
の
思
恵
に
宇
一
る
と
と
が
な
一
脈

一
「
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
-
-
」
一
合
一
詩
的
灰
の
ほ
ほ
巾
央
、
三
者
小
学
一
か
っ
た
久
米
、
両
大
洲
の
品
川
区
民
に
と
一
一

一
一
三
校
の
一
長
よ
り
約
主
O
米
間
)
と
つ
西
大
一
っ
て
と
の
開
設
式
は
地
区
民
の
悲
願
達
二

一一

B
越

さ

れ

た

時

は

一

一

洲

L

駅
(
久
米
小
学
校
の
丁
重
自
一
成
の
再
び
に
溢
れ
て
い
た
と
い
っ
て
よ
一

一

一

、

7

一

一

が

開

設

さ

れ

た

。

一

い

。

な

お

、

春

宵

駅

、

西

大

洲

駅

の

汽

一

号
一
一
応
ら
ず
一
一
こ
の
日
一
芸
駅
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
一
動
車
歪
時
刻
表
は
別
表
の
ど
お
り
で
一
…

一

一

一

一

土

で

は

同

鉄

側

の

砂

員

、

地

元

関

係

一

あ

る

。

一

8
一

一

住

民

登

録

を

一

一

者

が

祭

っ

て

お

ど

そ

か

に

聖

書

い

一

春

賀

駅

発

列

車

時

刻

表

一

6
一

一

一

一

地

元

民

、

小

中

学

校

生

絹

一

、

0
0
一
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m
u
w
問

日

凶

日

叩

3

一

一
「
l
1
l
i
l
i
l
i
-
-
一
O
ゑ
見
ま
も
る
中
に
下
り
ジ
l
ゼ
ル
一
イ
一

λ
三

孔

λιι
三
乙
一

宝
1
i
l
i
-
-
」
一
カ
l
四
千
八
一
号
列
車
会
一
欄
連
結
〉
が
一

J

1

1

;

一

一

一

コ

)

げ

5
一
一
停
車
、
機
関
手
L
f
事
に
か
わ
い
い
お
一
り

m
m
g
2
2お

一

一

川

矧

明

広

…

1
5
一
一
嬢
さ
ん
よ
り
サ
誌
が
贈
ら
れ
、
沼
田
市
一
下

7
7
M
M
M
刊
行
め
り
加

2

一
一
っ
ち
，
，
，
拡
競
一
一
長
が
五
色
め
子
l
ブ
を
切
っ
て
一
存
賀
駅

一
一
日

9

4
幻

お

婚

離

一

一
一
一
日

4

2

二
が
開
設
さ
れ
た
o
期
せ
ず
し
て
万
才
の

一
一
わ
数
口
男
女
伺
お
一
一
向
が
鴻
辛
口
芦
一
り
、
侃
授
の
小
脱
が
振

一

一

子

持

(

一

一

ら

れ

祝

賀

気

分

量

賀

撲

を

包

ん

で

〉

一

一

主

主

人

生

亡

二

;

-

ー

一

一

?

一

，

出

死

「

τて
た

一

一

一

一

一

方

、

西

大

洲

一

恒

一

ぁ

地

一

一

見

回

目

的

五

甲

l
l
-
O
O
名
カ
集
っ
て
開
設
の
神
事
春
行
つ

般
会
計
予
算
が
総
額
で
三
千
六
百
八
一
洲
保
育
所
(
木
造
瓦
葺
二
階
建
〉
と

十
五
万
円
余
追
加
更
正
き
れ
ま
し
一
伊
予
郡
双
海
町
に
あ
る
市
有
杯
二
一

た
c

追
加
さ
れ
た
予
僚
の
主
な
も
の
一
、

0
0
0
才
の
立
木
が
処
分
さ
れ
る

は
市
役
所
輸
局
費
一
八
O
万
円
、
失
一
と
と
に
な
り
ま
し
た
。

業
対
知
事
業
費
九
八
万
円
、
菅
田
小
一
第
七
二
一
号
議
案
・
大
洲
保
育
所
改
築
の

学
校
講
堂
、
山
川
町
刊
場
、
平
野
小
学
校
一
た
め
一
二
O
O
万
円
在
大
歳
省
資
金
運

講
堂
佳
鉱
工
事
賀
一
四
三
万
円
、
三
一
用
部
、
郵
政
省
、
そ
の
…
他
一
で
坦
慎

一
存
中
午
前
日
終
《
建
築
費
=
5
七
万
円
一
に
よ
り
ま
か
な
う
と
と
に
な
り
ま
し

抑
料
仮
拠
法
に
廷
く
設
備
費
五
O
万
一
た
。

円
学
校
統
合
に
と
も
な
ろ
程
物
修
繕
一
第
七
=
一
号
議
案
t
専
快
処
分
し
た
事
件

工
事
費
五
O
万
円
、
犬
洲
一
一
品
校
建
築
一
の
報
告
と
承
認
に
つ
い
て
左
の
と
お

負
阿
金
一
七
O
万
円
、
生
街
保
護
費
一
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

一
五
四
八
万
円
、
保
育
所
費
一
八
二
一
⑦
大
洲
一
南
中
学
校
渡
廊
下
新
設
工
事

方
円
、
麦
作
政
志
向
型
究
費
九
七
一
の
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
、
請

万
川
、
森
川
組
台
統
台
幼
時
金
五
O
一
負
契
約
金
額
=
二
万
円

方
円
、
八
ム
債
費
一
三
六
万
円
、
丙
大
一
②
信
士
山
公
園
施
設
第
二
期
工
事
の

洲
、
春
賀
簡
易
駅
設
置
伐
但
金
一
三
一
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
、
請
負

七
万
円
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
契
料
金
額
一
四
一
万
九
千
玄
百
円

第
六
一
号
議
案
巳
大
洲
市
役
所
の
機
構
一
第
六
五
号
事
同
案
:v
健
康
保
険
特
別
会
計
一
第
七
四
号
議
案
:
柏
木
地
灰
有
線
電
話

が
改
革
さ
れ
、
新
し
く
人
事
秘
書
課
一
の
予
算
が
一
九
閉
千
万
円
追
加
さ
れ
一
工
事
の
負
担
金
を
九
六
万
一
千
円
支

が
設
け
ら
れ
ま
し
た
o

一

ま

し

た

。

一

払

う

よ

ろ

議

決

さ

れ

ま

し

た

。

第
六
一
五
口
議
案
監
査
委
員
、
選
挙
管
一
第
六
六
号
議
索
:
健
康
保
険
一
自
営
診
療
一
第
七
五
号
議
案
・
教
育
委
員
の
任
命
に

盟
委
員
、
農
業
委
員
、
教
育
委
員
、
一
一
附
特
別
会
計
予
賞
、
か
一
七
七
千
円
追
一
つ
い
で
蔵
川
の
中
野
猪
口
出
氏
(
明
治

会
主
l
委
員
、
同
定
資
産
評
価
審
査
委
一
加
さ
れ
ま
し
た
。
一
二
十
六
年
十
二
月
十
一
日
宰
の
任

員
、
民
生
季
、
員
、
児
童
委
員
、
国
民
一
第
六
七
弓
謹
で
大
洲
病
院
特
別
会
計
一
命
が
議
会
の
同
意
を
え
ま
し
た
。

健
康
保
険
運
営
協
議
会
表
員
、
文
佑
一
予
判
明
が
六
O
九
千
円
追
加
さ
れ
ま
し
一
傍
七
六
主
宰
大
洲
市
瞥
同
定
数
条

財

専

門

委

員

、

公

民

舘

長

お

よ

び

審

一

た

。

↑

例

の

一

部

が

改

正

さ

れ

て

市

長

事

務

議
員
、
図
害
時
出
役
員
、
幼
稚
園
長
、
一
第
え
ヰ
若
手
大
洲
市
上
水
道
特
別
一
部
局
職
員
が
二
四
四
人
か
ら
一
一
七
=
一

社
会
教
育
委
員
、
学
校
医
、
選
挙
投
一

ι
1予
算
が
六
一
一
千
円
追
加
さ
れ
ま
一
人
に
、
議
会
事
務
部
局
職
員
が
五
人

関
票
管
理
者
お
よ
び
立
会
人
、
消
防
一
し
こ
o

一
か
月
六
人
に
、
震
円
事
務
部
局
職
員

団
役
員
お
よ
び
団
員
な
ど
の
報
酬
費
一
第
六
「
芸
大
洲
市
雲
院
特
別
一
が
一
人
か
ら
一
一
人
に
、
教
育
委
員
会

用
弁
償
額
が
そ
れ
ぞ
れ
増
額
さ
れ
ま
一
会
計
ヱ
宗
主
。
千
円
追
加
さ
れ
ま
一
事
務
部
局
職
同
か
五
八
人
か
ら
五
九

し
セ
o

十

ノ

二

o

一
人
に
そ
れ
ぞ
れ
定
数
抽
出
と
な
り
ま
し

プ

一

{

ア

一

二

O

第
六
三
一
号
議
案
有
給
定
員
退
隠
料
条
一
鍔
七
O
号
議
案
・
上
須
戒
、
瀬
田
椋
道
一
犬

一

日

一

第

七

七

号

議

案

i

大

洲

市

職

員

の

給

与

例
の
臨
時
特
例
条
例
の
一
部
が
改
正
一
特
別
会
計
予
算
が
四
八
四
千
円
迫
力
一

一

一

に

関

す

る

条

例

の

一

部

が

改

正

さ

れ

さ

れ

ま

し

た

。

一

更

正

さ

れ

ま

し

た

。

一

一

一

ま

し

た

。

第
六
四
号
議
案
向
昭
和
三
十
六
年
度
二
第
七
一
号
議
案
・
市
有
財
産
で
あ
る
大
-
j

戸

一

第

七

八

日

り

議

紫

:

大

洲

市

職

員

の

通

勤

1

1

1

l

i

t

-

-

1

1

i

l

一

手

当

に

関

す

一

告

別

条

例

が

議

決

さ

↑
れ
ま
し
た
。

一
第
七
九
号
議
案
・
大
洲
市
職
員
の
特
殊

一
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
が

↑
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

一
第
八
O
号
議
索
笥
和
三
十
六
年
度
一

一
般
会
計
予
算
が
八
一
O
万
円
追
加
さ

一
れ
ま
し
た
。
乙
れ
は
第
七
六
号
議
案

一
よ
り
七
九
号
議
案
ま
で
の
議
案
が
可

一
快
さ
れ
た
結
果
、
人
件
費
が
増
額
さ

れ
た
も
の
で
す
o
乙
の
結
果
、
予
算

一
の
総
額
は
四
億
百
五
万
六
千
七
百
円

一
と
な
り
ま
す
。

一
第
八
一
号
議
案
副
犬
洲
市
悶
民
健
康
保

一
除
、
特
別
会
計
予
僚
が
二
O
万
八
千
七

一
百
円
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

一
刷
用
八
三
号
講
察
官
町
大
洲
市
国
民
健
康
保

一
険
宵
営
診
療
所
特
別
会
計
予
算
が
七

一
万
七
千
四
百
円
追
加
さ
れ
ま
し
た
o

-
第
八
一
二
号
議
案
目
大
洲
病
院
特
別
会
計

予
箆
が
一
万
三
千
三
百
円
追
加
さ
れ

ま
し
た
。

刷
出
八
問
号
噌
吋
宮
市
:
大
洲
市
上
水
一
角
特
別

会
計
予
仲
介
が
阿
万
円
追
加
計
上
さ
れ

一
ま
し
た
。

一
倍
八
五
号
議
案
・
大
洲
市
務
者
院
特
別

一
会
計
予
算
が
三
万
一
千
四
百
円
追
加

一
計
上
さ
れ
主
し
た
。

大

ヰヒ
中

を

体
育
館
兼
講
堂
新
築
落
成

と〉

下り上り十

7.23 6.54夫
8.13 8.55 ~J'ii 
~.?5 9.27駅
12.34 亨IJ
10.02商

14.55 ヰ

16:58 11.21時
17.50 14.41裂
20.54 17.42円

23.口921.53 

警
事務改善すすむ大洲市役所

(右)総務課タイプ室 (下)市民課住民台帖保管函
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1サ
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f
み
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J
i
f
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V
I
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l
i
-
-
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今
年
の
農
産
物
品
評
会
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
開
催
す
る
乙
と
に
な
り
ま
し
た
。

農
家
一
一
同
当
り
一
品
以
上
の
出
品
と
皆
さ
ん
お
揃
い
で
ご
参
観
下
さ
る
よ
う

と
案
内
申
上
げ
ま
す
。

主

催

大

洲

市

役

所

と

き

十

ニ

月

十

二

日

か

ら

十

四

日

と

こ

ろ

大

洲

市

公

会

堂

出

口

問

要

領

一
、
出
品
受
付
大
洲
地
区
は
士
一
月
十
一
日
と
十
一
百
は
午
前
十
一

ま
で
市
役
所
で
受
付
、
大
洲
地
区
以
外
は
十
一
一
月
十
日
と
十
一
日
連
絡
所
ま

た
は
農
協
で
受
付
け
ま
す
。
く
わ
し
く
は
地
区
長
さ
ん
に
お
た
ず
ね
下
さ
い

一
一
‘
出
品
稽
自

-
J
I
1
4
l
i」
イ
間
制
叫
J

司

一

一

一

一

割

は

町

一

切

口

む

一

伽

勲

一

一

清

コ

一

ι
一

鈴

ケ

柿

査

れ

る

の

に

一

一

σ一

一

一

即

日

刊

蜘

U
P
H

一
色
町
山
直
一
湖
北
一

司
王
判
到
判

4
到
J
1
1
1
2
M一

誌
L
一
目
白
一
創
出
一
川
一
一
戸
一
一
一
昨
沼
崎
一

一
一
旦
そ
一
参
一
そ
一
の
一
、
一
か
一

7
T
P一
ヶ
即
日
公
生
生
一
の
議

一
大
、
一
人
一
、
一
そ
一
葱
一
み
づ
一
一
ろ
一
玉
川
メ
一
は
O
ゆ
一
年
年
一
ロ

一
安
一
、
一
ん

7

7
一
、
川
一
一
し
類
一
1
H
珂
Q
類
一
2
1
一
類
会

一
抵
窓
一
ぶ
一
ら
一
諸
一
章
他
一
州
主
一
む
俵
一
縄
H
訂
V
そ
一
木
木
山
T

一具手

一
麦
玉
額
一
か
一
件
約
一
廿
一
ン
の
一
行
日
一
一
、
、
一
荷
一
V

一
的
一
一
ブ
味
一
苗
苗
年
一
機
品

一
、
、
一
区
一
、
一
、
菜
一
、
類
一
レ
そ
一
千
円
一
虫
ず
し
一
1
什
否
ガ
、
一
樹
樹
1
一
農
考

古

川

面

芳

一

室

一

事

二

葱

高

宮

間

出

回

監

睦

ゆ

寸
|

J

R

一

I

一
:
l
一
嘉
一
也

一

間

類

一

一

一

一

一

担

一

日

一

臨

一

一

一

一

切

ヲ
「
、ー

菜

市

H
、

却
小
六



大
洲
市
で
は
市
発
足
以
来
、
市
制
施
一
昭
和
三
十
六
年
が
三
三
億
円
と
い
ち
ぢ
一
一
一

行
を
記
念
し
て
健
全
な
家
紅
づ
く
り
と
7
G
し
い
貯
蓄
の
の
び
を
示
し
て
い
ま
一
一
一

新

市

の

限

り

な

い

発

展

を

創

る

た

め

貯

一

す

。

一

戸
③
傷
病
恩
給
の
改
正
に
つ
い
て
一
そ
の
職
員
で
公
務
員
と
な
っ
た
も
一
ま
で
に
荘
職
し
た
訂
o

替
問
唱
強
運
動
を
す
寸
一
め
て
い
ま
す
が
、
一
今
年
も
昨
年
な
み
の
理
作
が
予
想
さ
一

一

1
、

君

主

一

の

に

は

普

通

恩

給

量

震

に

達

一

足

農

府

置

と

し

て

昭

和

二

本

年

も

十

一

月

一

日

か

り

昭

和

三

十

七

一

れ

る

耳

、

四

C
億
円
霊
を
目
標
に
一
間
境
壁
面
に
つ
い
て
は
市
民
の
み
一
第
一
世

1
一

家

族

同

給

企

接

出

生

し

た

子

一

す

る

ま

で

を

限

度

亡

、

医

療

団

一

十

八

賛

同

八

日

ま

で

在

職

レ

公

空

二

月

一

二

十

百

ま

で

の

関

、

記

念

一

わ

が

身

、

わ

が

家

、

お

互

の

市

の

量

一

な

さ

ん

に

大

ヘ

ノ

ご

男

毒

ま

し

て

一

盤

阿

一

号

皇

制

限

量

廃

さ

れ

て

二

職

期

間

を

普

通

恩

給

の

基

礎

在

職

一

務

員

と

な

っ

た

者

、

た

だ

し

普

通

貯

蓄

増

強

強

運

動

を

す

す

め

る

と

と

に

一

の

た

め

一

ぞ

う

の

貯

喜

お

ね

が

い

し

一

町

照

明

る

く

清

掃

さ

れ

て

来

ま

し

た

一

第

二

地

区

日
一
時
和
一
一
千
七
年
一
月
一
日
か
り
抱
一
年
に
算
入
す
る
o

-

恩
給
最
短
年
mua
で

。

一

な

り

ま

し

た

0

十

ま

す

。

一

と

と

Zと
お
礼
申
上
げ
ま
す
。
一
回
口
住
宅
、
新
町
一
区
、
一
一
区

佐
一
一
行
に
な
り
手

0

7
、
昭
和
三
十
六
年
九
月
三
十
日
以
一

2
、

昭

和

=

干

六

年

九

月

一

一

一

十

日

以

一

昨

年

ま

で

に

行

わ

れ

た

貯

蓄

蓄

の

一

お

じ

い

さ

ん

、

お

ば

あ

さ

ん

、

要

一

九

治

ま

で

は

塵

芥

程

一

平

一

台

で

何

一

室

地

区

駅

前

、

新

町

一

一

一

円

自

動

1
2
5
E

一

前

に

退

職

も

し

/

、

は

死

亡

し

た

者

一

前

に

退

職

、

も

し

く

は

死

亡

し

た

一

成

果

z
i洲市
の
貯
善
意
一
三
、
宣
之
、
お
兄
さ
ん
、
嘉
一
日
頃
「
ご
み
」
が
集
め
ら
れ
る
か
見
当
一
車
区
附
近
、
堀
/
円
、
香
住
宅

r
h諸問
ぷ

品

川

吋

四

一

昨

日

町

民

吋

向

日

時

詔

一

回

r吋
批

判

限

引

均

時

間

一

間

担

叶

一

日

川

町

町

一

叩

自

主

同

引

い

寸

前

諸

問

竹

町

れ

れ

叫

た

一

例

科

目

白

軒

目

白

山

一

第

四

地

区

上

最

、

下

地

蔵

、

宮

前

聞

に

額

さ

れ

る

と

と

に

な

り

ま

し

た

。

一

か

ら

一

一

日

か

ら

o

一

が

二

O
低
円
、
昭
和
三
十
四
宗
一
一

o
Eし
よ

う

。

一

(

大

洲

地

区

一

台

、

完

盤

石

一

主

、

昭

和

、

総

社

宮

附

近

一

一

〈

曜

ま

一

3
、
権
利
以
署
員
長
期
は
昭
一

3
、

権

利

害

首

の

給

与

舗

は

昭

一

億

円

、

昭

和

一

一

互

京

二

五

億

円

、

↑

穴

洲

市

貯

主

動

準

一

委

員

会

一

で

町

内

の

清

婦

に

従

事

し

て

ま

り

ま

一

日

肱

喜

四

肱

北

第

四

地

区

一

一

一

和

三

十

六

年

十

月

分

か

ら

↑

和

一

二

十

六

年

十

月

分

か

ら

一

|
|
|
-
i
l
i
l
i
-
-ー
ー

ー

一

す

。

今

後

書

語

表

の

と

お

り

雪

印

日

一

一

A
1
2
2和

I
i
l
i
-
-一年六
月
三
十
日
告
一

i
jサ
ω
一

を

し

て

下

さ

い

。

一

尋

問

主

Emu-一一
斗
一
一
塁

?

死

亡

の

華

人

に

罰

法

が

一

1
、
外
出
府
職
員
期
間
は
通
算
す
一
給
与
置
の
生
じ
た
星
空
軍
一

γ
c
t一、免
除
の
制
度
を
知
っ
て
い
一

E
i
-
-目。
第

一

ニ

ク

第

一

喜

一

ダ

一

日

目

Urimい諮問
R
E
E
l
-

一

、

霊

一

一

軒

2
7
2
7
q区
一

日

穴

埋

一

時

四

日

一

「

1
1
3
1
何

時

川

凶

器

ベ

一

一

町

対

立

刊

誌

レ

一

一

順

医

官

〉

一

語

判

官

出

一

時

一

一

一

町

一

時

r
E
M
u
-昌
一

初

TIz--m日開設
住

宅

計

諮

問

一

J
Yさ
っ

し

て

自

翌

日

一

両

金

一

一

昨

日

当

時

五

鶴

見

一

一

プ

一

円

今

日

誠

一

一
引
絡
が
れ
た
と
と
に
と
も
な
い
二
て
引
智
一
晃
一
一
十
年
八
日
日
一
三
一
=
=
一
-
日
刊
誌
。
一
を
結
成
し
た
L

一

一

な

年

三

〈

免

除

存

雪

崩

は

、

五

人

世

一

色

盟

、

間

十

日

、

一

ニ

ノ

丸

一

一

日

詰

一

二

時

一

一

出

掛

一

一

zH一一
一
;
一
言
一
行
E
H
F
-
=
九
一
-
Z
Z
主

主

一

三

回

二

審

ま

な

く

な

っ

て

い

る

。

一

一

日

刊

誌

問

主

謀

本

塁

人

名

言

一

ん

知

一

一

日

向

性

九

日

告

品

目

龍

一

日

道

、

鉄

砲

町

、

鉄

砲

町

住

宅

、

外

一

尚

一

ゴ

目

立

ョ

着

。

す

す

吃

一

な

お

、

と

の

1
1
1
一

掃

し

た

」

一

一

回

、

護

者

全

員

喜

一

一

一

一

評

価

額

が

一

一

十

万

円

以
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て
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習
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す
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。
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需
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暗
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一
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吉
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に
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て
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、
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得

税
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事
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円

れ

れ

れ

山
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日
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日
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汀

一
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仁

什
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日

一
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当

時

誠

一

蝉
一
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こ
の
排
水
略
工
事
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地
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仁
械
一
総
工
費
八
五
万
円
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費
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一

二

一
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税
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て

一
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賞
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簿
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め

る

か

、

も

し

く
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任

で
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一

7
日
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第
二
汐
館
一
一
世
一

週
一
水
路
が
な
か
ウ
た
た
め
汚
水
は
低
地
や
一
分
の
こ
と
資
材
賞
。
一
一
分
一
回
需
助
一
所
得
税
第
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期
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の
納
税
期
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一
一
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円

一

望
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っ

て
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て
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い
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人

事
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官
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干
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日
汐
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一
一
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で
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流
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込
み
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を
一
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市
負
坦
産
業
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一
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一
一
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十
一
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一
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で
で
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一
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等
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、
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ま
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、
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四
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伝
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な
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り
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、
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受
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る
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る
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著
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な
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菌
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佐
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